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寒天葉片法 に よ る 柄子殻， 柄胞子 の

大量形成 に つ い て
き し

東京都立立川 短期大学 学長 岸

は じ め に一一背景 と 研究の き っ か け

被害植物上 で は柄子殻や子の う 殻 を 作 っ て い る の に ，

常用 の ジ ャ ガ イ モ 寒天培地 (PDA) 上 で は 菌糸 ばか り ，

と い う 菌 が意外 と 多 い 。 そ こ で， 時 間 と 手 聞 が か か ら

ず， し か も か な り オ ー プ ン な環境下で も 応用 で き ， 柄子

殻や柄胞子， あ わ よ く ば子の う 殻 ま で容易 に 作 ら せ る 方

法 は な い か と 模索 し ， た ど り つ い た の が本法であ る 。

私 は現在， 都立の小規模 な短大 の 学長 を し て い る が，

学長室 の 片 隅 に 顕微鏡や ア ル コ ー lレ ラ ン プ， 若干の試験

管 な ど を置 き ， 暇が あ る と そ の コ ー ナ ー で菌 を培養 し た

り し て 楽 し ん で い る 。 昨春 (1994) の績物病理学会大会

で こ の 原稿 の よ う な 題 で講演発表 を し た 。 と こ ろ が最

近， さ る 研究所の人た ち が， エ リ シ タ ー や フ ァ イ ト ア レ

キ シ ン研究の た め に ， 何種類 も の菌の柄胞子や分生子が

多量 に必要 に な り ， 本法を応用 し て 好結果 を 得て い る と

の こ と ， そ し て 雪 の 中 で も 実験が続 け ら れ る よ う に ク チ

ナ シ の大苗 を 何本 も 購入 し て 冬 に 備 え て い る と の こ と を

聞 き ， も し か し た ら 他の人た ち の た め に も お 役 に 立つ か

も 知れ な い と 考 え ， 筆 を 執 っ た 次第であ る 。

材料 と 方法

材料 と い え ば ご く 簡単， 新鮮な木の葉が あ れ ば よ い。

木の種類 は 特 に 問 わ な い と 思 う が， 筆者が身近な も の の

中か ら 試 し て み て工合 よ か っ た の は ， ア ジ サ イ ， ク チ ナ

シ， コ ブ シ， サ ク ラ な ど で あ り ， ア カ シ ア ， サ サ， ク ズ

で も よ か っ た 。

ツ バ キ ， サ ザ ン カ ， ア オ キ な ど常緑の も の は冬で も 葉

が得 ら れ る の で よ い か と 思 っ た が， 結果 は不良 で全 く 形

成 し な か っ た 。 ト マ ト や キ ュ ウ リ な ど の葉 も 軟 ら かす ぎ

て よ く な か っ た 。

次 に 準備す る の は， 1 . 5%�2 . 0% の素寒天 を 流 し込ん

だ シ ャ ー レ と ， ガ ス か ヒ ー タ ー で湯 を わ か し て い る 鍋で

あ る 。 用意 し た木の葉 を ， シ ャ ー レ よ り や や 小 さ め の 円

形 に 整形 し ， 必要 な枚数だ け準備す る 。 筆者 は径 6 cm の
プラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ が安 く て 手頃 な の で常用 し て い る

が， 乙 れだ と 少 し 大 き め の葉 な ら 2 枚 と れ る と い う 利点

があ る 。 湯が沸騰 し た と こ ろ で 4， 5 枚ず つ 湯 に 放 り 込
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み， ピ ン セ ッ ト で押 し 込み な が ら 20�30 秒の つ も り で加

熱 し ， あ と は手早 く 1 枚ずつ シ ャ ー レ の 寒天 の 上 に 並べ

る 。 こ の と き あ ま り 煮す ぎ な い ほ う が よ い。

こ う し て で き 上が っ た ら ， 葉 の 中央 に 菌糸片 を植 え つ

け定温器 に 収 め る 。 以上の作業 は ， 無菌室で行 う に 越 し

た こ と は な い が， 普通の 実験台 の上で行 っ て も か ま わ な

い。 PDA の よ う な培地 と は 違 い ， 空 中 か ら 雑菌が胞子 の

形で飛 び込んで も ほ と ん ど支障 を 来 さ な い。 ま た 菌 を植

え た シ ャ ー レ は 定温器 に は 数 日 間 で， あ と は 散光 の 当 た

る 机上の ほ う が好結果が得 ら れ る よ う で あ る 。

得 ら れた結果
精密 な 実験条件 を 設定 し て 比較 す る の が 目 的 で は な

く ， 供試 し た 菌で期待 ど お り 柄子殻が形成 さ れ， 柄胞子

が多量 に 得 ら れ る か ど う か を 目 安 に し た の で， 実験結果

は表や 図 に は し に く い の で， 考察 も 交 え ， 以下， 文章 に

よ っ て 記述す る こ と と し た い。

1 Ascochyta 属菌

代 表 菌 と し て メ ロ ン つ る 枯 病 菌 ( めICOゆhaerella

melonis， 不完全世代 は Ascochyta ( 口 絵写真参照) ， 及 び

エ ン ド ウ 褐紋病菌 ( Mycoゆhaerella pinodes， 不完全世代

は Ascochyta) を 用 い た 。

両菌 と も ア ジ サ イ ， ク チ ナ シ ， サ ク ラ な ど の 葉 で柄子

殻が よ く 形成 さ れ， 柄胞子 も 多量 に 形成 さ れ溢出 し た 。

培養末期 に は子の う 殻 も 形成 さ れた 。

2 Phoma 属菌

Phoma sp. (ハ マ ボ ウ フ ウ よ り 分離， 同定中) を 用 い

た 。

ア ジ サ イ ， ク チ ナ シ ， サ ク ラ の葉 で柄子殻， 柄胞子 と

も 多量 に 形成 さ れ， 柄胞子の 溢 出 が み ら れた 。

3 Phomopsis 属菌

Phomoρsis sp. サ ツ マ イ モ よ り 分 離 ， 未 同 定 ) ， 
Phomopsis sp. ( ク チ ナ シ よ り 分 離 ， 同 定 中 ) ， 
Phomopsis sp. ( シ ノ T ザ ク ラ よ り 分 離 ， 未 同 定 ) ， 

Phomopsis sp. ( ウ ド よ り 分離， 未同定) の 4 菌株 を 用 い

た 。

以上の 4 菌株 と も ア ジ サ イ ( 口 絵写真参照) ， ク チ ナ シ

( 口 絵写真参照) ， コ ブ シ な ど の 葉 で柄子殻が多数形成 さ

れ， 柄胞子 も 多量 に 形成 さ れ溢出 し た 。
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4 そ の他

そ の ほ か に は シ ラ ン 炭 そ 病菌 ( Glomerella sp.， 同定

中 ) . ユ キ ヤ ナ ギ炭 そ 病菌 ( Glomerella sp. ， 同定中) 及び

サ ク ラ か ら 分離 さ れ た Pestalotiopsis sp. な ど を 供試 し

た 。 こ れ ら は PDA 上 で も 比較的容易 に 分生子が形成 さ

れた が， 本法 に よ る と ア ジ サ イ ， ク チ ナ シ， サ ク ラ な ど

の 葉 上 で 非 常 に 多 量 の 分 生 子 が 形 成 さ れ た

(Pestalotiopsis sp. に つ い て は 口絵写真参照) 。

お わ り に

通常 の培養法 で は柄子殻， 柄胞子 を 形成 し に く い菌で

も ， 本法す な わ ち 寒天葉片法 を 適用 す る こ と に よ り ， 比

較的容易 に そ れ ら を 形成 さ せ得 る こ と を 紹介 し た 。 筆者

が供試 し て み た 菌 は ご く 限 ら れた 属， 種数で あ り ， ま た

葉片 と し て 用 い た 植物の種類 も 多 く な か っ た が， 今後多

く の人 に よ っ て 幅広 く 応用 し て み て い た だ け れ ば望外の

幸 い で あ る 。

新 し く 登録 さ れ た 農薬 (7 . 1 . 1'""'-'7 . 1 . 31 )
掲載 は， 種類名， 有効成分及び含有量， 商品名 (登録年月 日 ) . 登録番号 (製造業者又 は輸入業者) . 対象作物 : 対

象病害虫 : 使用時期及び回数な ど。 た だ し ， 除草剤 に つ い て は ， 適用雑草 : 使用 方 法 を 記載。 ( … 日 … 回 は， 収穫何 日
前何回以内散布の略. ) (登録番号 18882�18902 ま での 21 件， 有効登録件数 は 5757 件)

BT 水和剤l
BT 10 . 0% 

「殺虫剤」

チ ュ ー リ サ イ ド 水和剤 (7 . 1 . 25)
18882 ( ア グ ロ ・ カ ネ シ ョ ウ )
あ ぶ ら な 科野菜 : ア オ ム シ ・ コ ナ ガ : 発生初期 た だ し収穫 7

目 前 ま で : 4 回 以 内 : 散布， り ん ご : ヒ メ シ ロ モ ン ド ク
ガ : 発生初期 た だ し 収穫 7 日 前 ま で : 4 回 以 内 : 散布 ，
茶 : チ ャ ノ コ カ ク モ ンハ マ キ ・ ヨ モ ギ エ ダ シ ャ ク : 発生初
期 た だ し 摘採 7 日 前 ま で : 3 回以内 : 散布， 芝 : シパ ッ ト
ガ : 発生初期 : 6 回以内 : 1 m'当 り 0 . 3 1 散布， ス ト ッ ク :
コ ナ ガ : 発生初期 : 4 回 以 内 : 散布 ， つ ば き : チ ャ ド ク
ガ : 発生初期 : 4 回以内 : 散布， さ く ら : モ ン ク ロ シ ャ チ
ホ コ ・ ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ : 6 回 以 内 : 散布， プ ラ タ ナ
ス : ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ : 発生初期 : 6 回以内 : 散布

「殺虫殺菌剤」
ヱ ト フ エ ン プ ロ ッ ク ス ・ ト リ シ ク ラ ゾー ル ・ ペ ン シ ク ロ ン粉

剤
エ ト フ ェ ン プロ ッ ク ス 0 . 50%. ト リ シ ク ラ ゾール l . O%， ぺ ン

シ ク ロ ン l . 5%
ビ ー ム ト レ モ ン セ レ ン粉剤 DL (7 . 1 . 25) 
18893 ( ク ミ ア イ 化学)
稲 : い も ち 病 ・ 紋枯病 ・ ウ ン カ 類 ・ カ メ ム シ類 : 21 日 3 回
テ ブ フ ヱ ノ ジ ド ・ フ ル ト ラ ニ ル粉剤
テ プ フ ェ ノ ジ ド 0 . 75%. フ ル ト ラ ニ ル l . 5%
ロ ム ダ ン モ ン カ ッ ト 粉剤 DL (7 . 1 . 25) 
18894 ( 日 本農薬)
稲 : コ プ ノ メ イ ガ ・ ニ カ メ イ チ ュ ウ ・ イ ネ ッ ト ム シ ・ フ タ オ

ピ コ ヤ ガ ・ 紋枯病 : 14 日 2 回

「除草剤j
テ ニ ル ク ロ ー ル ・ ベ ン ス ル フ ロ ン メ チ ル粒剤
テ ニ ル ク ロ ー ル 2 . 7%. ペ ン ス ル プ ロ ン メ チ ル 0 . 75%
ク サ メ ッ ツ 1 キ ロ 粒剤 75 (7 . 1 . 25) 
18883 (北輿化学) . 18884 ( 日 本農薬) ， 18885 ( ト ク ヤ マ )
移植水稲 : 水田 一年生雑草 ・ マ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ リ カ

ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ へ ラ オ モ ダカ ・ ヒ ル ム シ ロ ・ セ リ ・ ア
オ ミ ド ロ ・ 言葉類 に よ る 表層 は く 離 : 移植後 5�15 日 ( ノ ビ
エ 2 薬期 ま で) : 1 回 : 湛水散布

テ ニ ル ク ロ ー ル ・ ベ ン ス ル フ ロ ン メ チ ル粒剤
テ ニ ル ク ロ ー ル 2 . 7%， ペ ン ス ル ア ロ ン メ チ ル 0 . 51%
ク サ メ ッ ツ 1 キ ロ 粒剤 51 (7 . 1 . 25) 
18886 (北輿化学) . 18887 ( 日 本農薬) ， 18888 ( ト ク ヤ マ )

移植水稲 : 水 田 一年生雑草 ・ マ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ リ カ
ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ へ ラ オ モ ダカ ・ ヒ ル ム シ ロ ・ セ リ ・ ア
オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る 表層 は く 離 : 移植後 5�15 日 ( ノ ピ
エ 2 葉期 ま で) : 1 回 : 湛水数布

ビ フ ヱ ノ ッ ク ス ・ プ レ チ ラ ク ロ ー 11弓L郵j
ビ フ ェ ノ ッ ク ス 20 . 0%， プ レ チ ラ ク ロ ー ル 8 . 0%
プ ロ ー ダ ッ ク ス 乳剤 (7 . 1 . 25)
18889 ( 日 本チパガ イ ギ ー ) . 18890 ( ロ ー ヌ ・ プー ラ ン油化)
18891 ( 日 産化学) . 18892 (北興化学)
移植水稲 : 水田一年生雑草 ・ マ ツ バイ ・ ホ タ ル イ ・ ミ ズ ガ ヤ

ツ リ : 植代時~移植 4 日 前 ま で : 1 回 : 原液湛水散布
シ メ ト リ ン ・ ピ ラ ゾ キ シ フ ェ ン ・ プ レ チ ラ ク ロ ー ル粒剤
シ メ ト リ ン l . 5% ， ピ ラ ゾキ シ フ ェ ン 24 . 0%. プ レ チ ラ ク ロ ー

ル 4 . 5%
ワ ン オ ー ル S 1 キ ロ 粒剤 24 (7 . l . 25)  
18895 (石原産業) ， 18896 ( 日 本チ パ ガ イ ギ ー )
移植水稲 : 水 田 一年生雑草 ・ マ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ リ カ

ワ ・ へ ラ オ モ ダカ ・ ヒ ル ム シ ロ ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る
表層 は く 離 : 移植直後~移植後 15 日 ノ ヒやエ 2 葉期 ま で : 1 
回 : 溢水散布

シ メ ト リ ン ・ ピ ラ ゾ キ シ フ ェ ン ・ プ レ チ ラ ク ロ ー ル粒剤
シ メ ト リ ン l . 5%. ピ ラ ゾキ シ フ ェ ン 18 . 0%. プ レ チ ラ ク ロ ー

ル 4 . 5%
ワ ン オ ー ル S 1 キ ロ 粒剤 (7 . l . 25)
18897 (石原産業) . 18898 ( 日 本チパ ガ イ ギ ー )
移植水稲 : 水 田 一年生雑草 ・ マ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ リ カ

ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ へ ラ オ モ ダカ ・ ヒ ル ム シ ロ ・ ア オ ミ ド
ロ ・ 藻類 に よ る 表層 は く 離 : 移植直後~移植後 13 日 ノ ピ
エ 2 葉期 ま で : 1 回 : 湛水散布

「農薬肥料」
ウ ニ コ ナ ゾー ル P 複合肥料
ウ ニ コ ナ ゾー ル P 0 . 0040% 
シ ョ ー ト 42 (7 . l . 25) 
18899 (住友化学) . 18900 ( コ ー プケ ミ カ ル) . 18901 (住化 グ

リ ー ン テ ッ ク )
水稲 : 節間短縮 に よ る 倒伏軽減 : 出穂 25 目 前 : 1 回 : 湛水数

布
プ ロ ジ ア ミ ン 複合肥料
プロ ジ ア ミ ン 0 . 24%
テ マ ナ ツ ク ス (7 . 1 . 25)
18902 ( 日 産化学)
日 本芝 : 一年生雑草 ( キ ク 科雑草 を 除 く 春期雑草発生前

(芝生育期) : 2 回以内 : 全面土壌散布
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